
橋梁個別施設計画

真室川町　建設課

令和4年10月



対策区分

内容

Ⅰa 構造物の機能に支障が生じておらず、措置の必要がない状態

Ⅰb
構造物の機能に支障が生じておらず、当面措置の必要はないが、予防保全
の観点から状況に応じて措置を講ずる場合もありうる状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずる
ことが望ましい状態

Ⅲa
道路橋として構造安全性への影響はないが、第３者被害等の観点で、早期に
措置を講ずべき状態

Ⅲb
構造物としての機能（主として道路橋としての構造安全性）に支障が生じる可
能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に
措置を講ずべき状態

健全

早期措置段階

区分

○平成26年3月に公布された「道路法の一部を改正する法律」及び「道路法施行規則の一部を改正する省令」により、2ｍ以上のすべての
橋梁に関し、5年ごとの近接目視による点検が義務付けられています。

○真室川町が管理する橋梁については、橋梁個別施設計画に基づき補修を実施するとともに、点検結果及び橋梁の状況を踏まえ計画の
見直しを行います。

○橋梁点検の判定区分は次のとおりです。
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1
61900
00000

17
牛ャ首橋 釜渕牛ャ首線 1977

単純鋼 I
桁橋

36.8 3.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅲb
再塗装
当て板
補強

再塗装
断面修
復

金属溶
射

伸縮装
置交換

防護柵
交換
地覆断
面修復

鋼部材は、全体的に防食機能の劣化から腐食の進行に至っており、特に主
桁端部においてweb面に1箇所断面欠損に至っているため早期の対策が望ま
しい。支承については、伸縮装置からの漏水の影響と思われる土砂堆積に
至っており腐食が進行している。サイドアンカーのナット部は欠損しているが、
抜け上がり等の機能障害に陥っている可能性は低いと判断され、腐食の進
行を止める措置を早急に行うことが望ましい。伸縮装置については、非排水
構造に至っておらず漏水も確認され、主部材に対して直接的な影響を与えて
いるため、早期の対策が望ましい。排水管は腐食によって断面が欠損してお
り機能していないため早期に対策を行うことが望ましい。

△ ○

2
61900
00001

11
秋山橋 宮沢線 1976

床版橋
(PC)

9.4 7.5 1 R3 ○ ○
予
防

Ⅲa
床版防
水(シー
ト系)

床版防
水(シー
ト系)

床版防
水(シー
ト系)

高欄交
換
地覆打
ち換え

舗装打
ち換え
(費用別
途)

路面のコンクリートにうきやひび割れが見られ、床版からさび
汁を伴った遊離石灰が確認される。横締めPC鋼材の腐食が
懸念される状態であり、経過観察を行う事が望ましい。
主桁中央にも桁全長に渡り遊離石灰を伴ったひび割れが確認
される。中空桁と思われるが内部に水が浸入していることも否
定は出来ない。
対策としては床版防水により水の供給を遮断し、経過観察と
する。

△ ○

3
61900
00002

04
上高沢橋 川ノ内高沢秋山線 1984

T桁橋
(PC)

129.2 8.0 4 R3 ○ ○
予
防

Ⅲa
ひび割
れ補修

床版防
水

伸縮装
置交換

主桁は、ひびわれが比較的顕在化しており、0.5mm程度のものも確認される。
シース管に沿ったひびわれの可能性が懸念されるが、漏水や遊離石灰は確
認されていない。長寿命化の観点から措置が望ましい。
床版は、遊離石灰が前回よりも拡大進行している。予防保全の観点から措置
が望ましい。
伸縮装置は、漏水が著しく、下部工及び支承の沓座に影響を与えた状態に
至っている。早期な対策が望ましい。
排水管は、断面欠損など部材の損傷が著しく他部材への影響を与える可能
性が高い。早期な対策が望ましい。

△ ○

4
61900
00000

34
万代橋 新及位線 1976

単純鋼
(不明)Ｉ桁

橋
29.7 5.0 1 R3 ○ ○

予
防

Ⅲb
再塗装
RC-Ⅰ

再塗装
RC-Ⅰ

金属溶
射
沓座補
修

伸縮装
置交換

防護柵
交換

主桁を含む鋼部材については、防食機能劣化が全体的に進
行し腐食へ進展している。支承は、腐食に至り沓座コンクリー
トの一部が著しく損傷を受け、支承本体のアンカーバーが露
出している。排水装置については、端部の欠損が著しく主部材
等に影響を与える状況である。
2021年度に一部補修済である。

△ ○

5
61900
00000

46
虻川原橋 虻川原線 1977

単純鋼
(不明)I桁

橋
32.2 4.0 1 R3 ○ ○

対
症

Ⅲa
桁塗装
全面Rc-
Ⅲ

桁塗装
全面Rc-
Ⅲ

床版防
水(シー
ト系)

支承再
塗装Rc-
Ⅲ(4基)

伸縮装
置交換

高欄交
換
地覆断
面補修

排水管
交換

鋼材全体に腐食、防食機能の劣化が見られる。支承に腐食が
見られる。伸縮装置からの漏水により、支承、主桁端部に腐
食が見られる。伸縮装置の交換を行う事が望ましい。
床版にはかぶり不足による鉄筋露出が見られる。鋼製防護柵
全体に腐食、柱の根元に破断が見られる。
2021年度に一部補修済である。

△ ○

6
61900
00002

05
舟沢橋 西郡小国線 1976

鈑桁橋
(鋼)

26.5 7.0 1 R3 ○ ○
予
防

Ⅱ
再塗装
RC-1

再塗装
RC-1

沓座補
修
金属溶
射

鋼部材は、全体的に防食機能劣化に至っており一部腐食に進行している。前
回と比較し極端な損傷の進行は見られない。予防保全の観点から措置が望
ましい。
支承本体は、防食機能劣化が進行しているが前回点検と比較しても極端な進
行は確認されない。沓座コンクリートは衝撃によるものと推測される破損が一
部で確認される。長寿命化の観点から措置が望ましい。排水管は、流末部の
欠損に至っているが、他部材への影響は少ないと推測される。予防保全の観
点から措置が望ましい。2021年度に一部補修済である。

△ ○

7
61900
00000

42
仙北沢橋 新及位中ノ股線 1970

単純鋼
(不明)H

桁橋
18.5 4.0 1 R3 ○ ○

対
症

Ⅱ
桁塗装
全面Rc-
Ⅰ

桁塗装
全面Rc-
Ⅰ

支承金
属溶射

下部工
断面補
修

地覆端
部止水
処理

高欄交
換
地覆打
ち換え

伸縮装置地覆部に止水処理が施されておらず、橋面排水が下部工へ流れて
いる。橋台端部の断面の摩耗につながっている。主桁端部、支承の防食機能
の劣化に進行性は見られず、主部材への影響は軽微である。水の流入を防
ぐため、地覆端部の止水を施すことが望ましい。
地覆コンクリートには剥離、高欄には全面的にさびの発生が確認出来る。
主桁、横桁、支承等の鋼部材は防食機能の劣化が見られ再塗装の検討も必
要である。

△ ○

8
61900
00000

43
中の股沢橋 新及位中ノ股線 1972

単純鋼
(不明)H

桁橋
15.5 4.0 1 R3 ○ ○

対
症

Ⅱ
桁塗装
全面Rc-
Ⅲ

桁塗装
全面Rc-
Ⅲ

支承塗
装

伸縮装
置交換

ガード
レール
交換
地覆打
ち換え

排水管
交換(費
用別途)

主桁、横桁、支承等の鋼部材に塗装の劣化、さびが見られ再塗装の
検討が必要な時期である。
伸縮装置本体の変形ゴムの劣化により下部工への漏水が確認され
る。
地覆には凍害による欠損やうき、ガードレールには変形、全面的にさ
びの発生が見られる。支柱根本では腐食による欠損が見られる。
排水管の欠損が見られるが影響は限定的である。

△ ○

9
61900
00000

73
砂子沢橋 砂子沢赤沼線 1968

H桁橋
(鋼)

18.5 3.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
再塗装
RC-1

再塗装
RC-1

床版防
水
ひびわ
れ補修

金属溶
射

防護柵
交換
地覆打
替え

全体的に損傷が確認されているが、前回点検と比較しても進
行性は認められず管理区分の観点から経過観察が望ましい。
ただし、防護柵については、かなり損傷が著しいため、状況に
よっては交換が望ましい。その際は、地覆も合わせた施工が
妥当と判断される。

△ ○

10
61900
00000

50
宮沢橋 木ノ下高沢線 1976

床版橋
(PC)

7.7 7.4 1 R3 ○ ○
予
防

Ⅱ
床版防
水(シー
ト系)

縦目地
交換(費
用別途)

排水管
交換
(費用別
途)

主桁下面の一部に遊離石灰を伴う橋軸方向のひびわれが見
られる。
橋梁下面、間詰床版につらら状の遊離石灰が広範囲に見られ
る。
床版防水を行い水の供給を止めるのが望ましい。
縦目地とPC床版との境で目地の脱落、段差が見られる。縦目
地からの漏水により周辺の主桁下面が湿潤状態にある。
次回点検まで経過観察とする。

△ ○

11
61900
00000

97
高坂橋 中村高坂線 2001

ﾎﾟｽﾃﾝＴ
桁橋(PC)

53.0 6.0 2 R3 ○ ○
予
防

Ⅱ
伸縮装
置取替

伸縮装置からの漏水が確認されるが管理区分から経過観察
が望ましい。
スラブドレーン導水管の破損により主桁に排水がかかる状態
となっているが、直接的な損傷に至っていないため経過観察
が望ましい。

△ ○

12
61900
00000

59
矢の沢橋 名子矢の沢線 1975

H桁橋
(鋼)

92.2 5.0 4 R3 ○ ○
予
防

Ⅱ
ひびわ
れ補修

2018年度に補修済である。
排水管を含む鋼部材については、ケレン不足と思割れる内部
腐食により再劣化に至り防食機能劣化が進行している。排水
管については、部材欠損により機能確保が困難であるため長
寿命化の観点から措置が望ましい。

△ ○

13
61900
00000

10
関沢橋 関沢上村線 1960

床版橋
(プレテ

ン)
20.0 3.8 3 R3 ○ ○

対
症

Ⅱ
床版防
水

断面修
復

伸縮装
置交換

高欄・防
護柵交
換
地覆断
面修復

根固め
補修

損傷箇所は、前回点検箇所同一箇所で確認されているが、その他のあらたな
損傷はほとんど確認されていない。間詰床版において遊離石灰のかく大が確
認されているが極端な拡大に至っていおらず対策が望ましい。伸縮装置につ
いては、漏水が確認されているが、しみ出し程度であり、他部材に影響を与え
る状況に至っていない。次回まで経過観察が望ましい。下部工基礎部で河床
低下によるものと推測される洗掘は確認されていないが、根固めが流出して
いる。(過年度と比較して進行性はない)本体に直接的な損傷に至っていない
が、今後拡大進行の恐れがあるため根固め等による対策が望ましい。2021
年度に一部補修済である。

△ ○

14
61900
00000

65
まくれん沢橋 中村高坂線 不明

床版橋
(RC)

2.1 5.2 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
断面修
復

断面修
復

床版及び下部工で確認された損傷は、前回点検と比較しても
進行性は認められず経過観察が望ましい。

△ ○

床
版

支
承

下
部
工

伸
縮
装
置

主
桁

横
桁

高
欄
・
地
覆

そ
の
他

所見

対策内容

対
策
区
分

R8 R9 R10 R12

予
防
o
r

対
症

R11

橋種
橋長
(m)

幅員
(m)

径
間
数

最
新
点
検

補
修
優
先
順
位

橋梁
番号

橋梁名 路線名
架設
年次

R5 R6 R7 R12R9 R10 R11R8

備考

点検計画

R3 R4 R5 R6 R7

修繕計画
△設計
〇工事

R3 R4
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床
版

支
承

下
部
工

伸
縮
装
置

主
桁

横
桁

高
欄
・
地
覆

そ
の
他

所見

対策内容

対
策
区
分

R8 R9 R10 R12

予
防
o
r

対
症

R11

橋種
橋長
(m)

幅員
(m)

径
間
数

最
新
点
検

補
修
優
先
順
位

橋梁
番号

橋梁名 路線名
架設
年次

R5 R6 R7 R12R9 R10 R11R8

備考

点検計画

R3 R4 R5 R6 R7

修繕計画
△設計
〇工事

R3 R4

15
61900
00002

16
南朴木沢橋 及位停車場線 1963

床版橋
(RC)

2.7 5.5 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
断面修
復

断面修
復

床版及び下部工において、損傷が確認されるが、局所的であ
り、前回点検と比較しても進行性は認められず経過観察が望
ましい。

△ ○

16
61900
00001

13
春木野1号橋 春木線 不明

床版橋
(RC)

2.0 5.3 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
断面修
復

断面修
復

前回点検と比較しても進行性は認められず次回点検まで経過
観察が望ましい。

△ ○

17
61900
00001

14
大鼓胴3号橋 名子矢ノ沢線 不明

ボックス
カルバー

ト
2.0 4.3 1 R3 ○ ○

対
症

Ⅱ
断面修
復

床版に局所的な損傷が確認されるが、前回点検と比較しても
進行性は認められず経過観察が望ましい。

△ ○

18
61900
00002

19
板橋 平岡舟木沢線 1979

床版橋
(RC)

6.0 7.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
床版断
面補修

高欄鋼
材塗装
(費用別
途)

舗装工
(費用別
途)

床版下面にかぶり不足による剥離・鉄筋露出が数カ所程度見
られる。現段階では特に問題はない。コンクリート製防護柵の
横桟鋼部材に経年劣化の腐食が見られる。コンクリート路面
の地覆付近には土砂が堆積している。
全体としては次回点検まで経過観察とする。

△ ○

19
61900
00000

08
曙橋 元町曙町線 不明

床版橋
(RC)

4.6 3.2 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
断面修
復

床版部に発生しているうき及び鉄筋露出は前回点検と比較し
ても進行性は認められない。橋梁の機能性に影響を及ぼす損
傷に至っていないため経過観察が望ましい。

△ ○

20
61900
00000

57
八万沢橋 内ノ沢１号線 不明

床版橋
(RC)

4.4 3.7 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
断面修
復

前回点検と比較しても進行性は認められず次回点検まで経過
観察が望ましい。

△ ○

21
61900
00000

51
滝ノ沢橋

以上沢滝の沢上野
線

不明
床版橋
(RC)

5.4 3.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
床版断
面補修

床版の一部で剥離・鉄筋露出が見られる。他は、路面コンク
リートの摩耗が見られる程度で良好である。
橋梁全体としてはおおむね健全な状況である。

△ ○

22
61900
00002

17
万助川橋 詰田沢下小又線 1987

H桁橋
(鋼)

20.5 7.0 1 R3 ○ ○
予
防

Ⅱ
床版防
水

金属溶
射

鋼部材については、進行性はみとめられるものの、極端な損
傷に至っていないため経過観察が望ましい。
床版は、前回点検と比較しても進行性は認められないため経
過観察が望ましい。
排水管は、末端部で腐食が確認されるが、進行性は認められ
ないため経過観察が望ましい。

△ ○

23
61900
00000

35
高沢橋 安久土川ノ内線 1980

T桁橋
(PC)

123.5 5.0 4 R3 ○ ○
予
防

Ⅱ
防護柵
交換

高欄の継手部において、腐食による破断が確認される。現段
階で第三者被害を想定する損傷に至っていないが、長寿命化
の観点か対策が望ましい。排水管について、前回点検時と比
較し流末部の腐食が進行し減厚に至っている箇所が確認され
た。長寿命化の観点からた措置が望ましい。
その他については健全性が高い。

△ ○

24
61900
00000

66
大池橋 小又大平線 2012

床版橋
(PC)

71.2 6.0 2 R3 ○ ○
予
防

Ⅱ
シーリン
グ部止
水対策

伸縮措置地覆部のシーリングが欠損し上部工下面へ漏水す
る構造に至っているため、長寿命化の観点から措置が望まし
い。
スラブドレーンが設置されているが、導水管の設置に至ってお
らず、他部材への影響と長寿命化の観点から措置が望まし
い。

△ ○

25
61900
00000

18
新橋 釜渕線 1964

床版橋
(RC)

5.8 5.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
伸縮装
置非排
水化

高欄交
換

ひびわ
れ補修

集落内に位置する橋梁である。伸縮装置は目地で、下部工へ
若干の漏水が見られるが特に大きな影響はない。
伸縮装置付近の舗装にはひび割れがある。コンクリート防護
柵には凍害と思われる剥離が確認出来る。
全体的には次回点検まで経過観察で問題無いと判断する。

△ ○

26
61900
00000

13
中三滝橋 三滝線 1977

床版橋
(PC)

8.5 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ

伸縮装
置非排
水化(費
用別途)

高欄交
換

伸縮装置から下部工へ漏水が見られるが大きな影響はない。
コンクリートの防護柵全体的に剥離が見られる。
橋梁全体としては次回点検まで経過観察で特に問題はないと
判断する。

△ ○

27
61900
00002

03
糸出橋 宮町線 1980

床版橋
(PC)

8.1 5.8 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ

高欄交
換
地覆打
ち換え

排水管
交換(費
用別途)

ガードレール全体に腐食、防食機能の劣化が見られる。また、
地覆に鉄筋露出を伴うコンクリートの剥離が見られる。
排水管が桁下まで導水されておらず、主桁下面への滞水が懸
念される状態である。
その他、橋全体ではおおむね健全なので次回まで経過観察と
する。

△ ○

28
61900
00002

18
舟木沢橋 平岡舟木沢線 1971

床版橋
(RC)

5.0 5.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
防護柵
交換

高欄において比較的著しい損傷が確認されるが、前回点検と
比較しても進行性は認められず管理区分を考慮し経過観察が
望ましい。

△ ○
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床
版

支
承

下
部
工

伸
縮
装
置

主
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横
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高
欄
・
地
覆

そ
の
他

所見

対策内容

対
策
区
分

R8 R9 R10 R12

予
防
o
r

対
症

R11

橋種
橋長
(m)

幅員
(m)

径
間
数

最
新
点
検

補
修
優
先
順
位

橋梁
番号

橋梁名 路線名
架設
年次

R5 R6 R7 R12R9 R10 R11R8

備考

点検計画

R3 R4 R5 R6 R7

修繕計画
△設計
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R3 R4

29
61900
00000

85
中村橋 滝ノ上川舟沢線 1973

H桁橋
(鋼)

86.3 5.0 4 R3 ○ ○
予
防

Ⅱ

2015年度に補修済である。
鋼部材については、端部など細部のケレン不足によるものと推測され
る防食機能劣化から、腐食に至っている。小規模、局所的であるため
経過観察が望ましい。床板は、比較的全体にひびわれが確認されて
いるが、1方向性のものが主体でありひびわれ幅も小さいことから経
過観察が望ましい。排水管は、一部の支持金具の破断、排水管本体
の腐食による断面欠損が顕著に見られ具が、他部材への影響は小さ
い。予防保全の観点から措置が望ましい。

△ ○

30
61900
00000

70
谷地橋 砂子沢小国線 2000

ﾎﾟｽﾃﾝT
桁橋(PC)

31.6 12.0 1 R3 ○ ○
予
防

Ⅱ

排水管再
設置(費
用別途)
ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ
ﾁｭｰﾌﾞ交
換(費用
別途)

排水管の変形により橋面排水が主桁に掛かっている。増水時
の流木等の衝突によるものと思われる。
スラブドレーンのフレキシブルチューブが割れている。全体的
に膨張しているため、凍害によるものと思われる。
橋梁全体としては健全な状態である。

△ ○

31
61900
00000

99
野中橋 西川平枝線 1992

床版橋
(PC)

7.0 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
高欄交
換

PC床版橋である。角型鋼管で構成された高欄全体に腐食が
見られる。
橋梁全体では床版に若干の遊離石灰が見られる程度で健全
な状態と言える。

△ ○

32
61900
00002

15

朴木沢2号橋(旧朴木
沢橋)

及位停車場線 1972
ボックス
カルバー

ト
7.9 8.0 1 R3 ○ ○

対
症

Ⅱ

高欄交
換
地覆打
ち換え

国道13号と並列して位置する場所打ボックスカルバート橋で
ある。コンクリート防護柵の支柱に欠損が見られる。
その他はおおむね健全な状況である。

△ ○

33
61900
00001

12
中宮沢橋 宮沢1号線 不明

床版橋
(PC)

8.5 6.0 1 R3 ○ ○
予
防

Ⅱ
高欄交
換

ガードレール全体に経年劣化による防食機能の劣化、腐食が
見られる。交換の検討をしてもよい。
ガードレール以外は軽微な損傷であり、橋梁全体としてはおお
むね健全と判断した。

△ ○

34
61900
00001

00
大平橋 大平線 1991

床版橋
(PC)

6.8 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ

ガード
レール塗
装(費用
別途)
地覆断面
補修(費
用別途)

ガードレール全体に防食機能の劣化、部分的な腐食が見られ
る。
また、地覆の一部で鉄筋露出を伴う剥離が見られる。
地覆高欄以外は、全体的に健全な状態である。

△ ○

35
61900
00002

23

駅東口歩行者専用
跨線橋

駅東口歩行者専用
線

不明 H桁橋 9.7 1.0 3 R3 ○ ○
予
防

Ⅱ
部分塗
装(費用
別途)

部分塗
装(費用
別途)

部分塗
装(費用
別途)

部分塗
装(費用
別途)

時期は不明だが過年度に補修が行われている。
真室川駅裏から駅正面またはホームにぬける自由通路となっ
ている跨線橋である。
主桁、支承、下部工、路面階段部(縞鋼板)に部分的な腐食、
防食機能の劣化が見られる。腐食箇所は鋼材下フランジ等、
滞水しやすい箇所に集中している。
起点側でブラケットを固定しているJR管理の橋脚下部にかな
りのうきが確認出来るので要注意観察が望ましい。

歩道橋

36
61900
00002

11

西小俣1号橋（旧 西小

俣橋） 小国西川線 1979
H桁橋
(鋼)

20.5 7.0 1 R3 ○ ○
予
防

Ⅱ
再塗装
RC-1

再塗装
RC-1

支承塗
装
沓座断
面修復

防護柵
塗装

鋼部材は、防食機能劣化、腐食が確認されていいるが、前回点検と比較して
もほとんど進行性は見られない。長寿命化の観点から措置が望ましい。
支承は、防食機能劣化、腐食が確認されるが前回点検と比較してもほとんど
進行性は見られない。沓座モルタルについては、応力性の荷重の影響と推測
されるもので一部破損が確認される。長寿命化の観点から措置が望ましい。
防護柵は、全体的に腐食が進行しているが、前回点検と比較し進行性は見ら
れない。長寿命化の観点から措置が望ましい。

37
61900
00000

49
朴木沢３号橋 朴木沢国道線 1977

H型鋼
(鋼)

15.9 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
桁塗装
全面Rc-
Ⅲ

桁塗装
全面Rc-
Ⅲ

支承金
属溶射

下部工
断面補
修

伸縮装
置地覆
部止水
(費用別
途)

高欄交
換

主桁横桁等、鋼材全体に防食機能の劣化が見られる。支承に
も同様の腐食が見られる。A1橋台胸壁に剥離・鉄筋露出が見
られる。
伸縮装置の地覆部から下部工へ漏水が見られる。
ガードレール笠木の腐食、ビームの変形が見られる。
次回点検まで経過観察としてよいと思われる。

38
61900
00000

45
及位州崎橋 新及位州崎線 1977

H桁橋
(鋼)

18.5 2.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
桁塗装
全面Rc-
Ⅰ

桁塗装
全面Rc-
Ⅰ

支承再
塗装(ボ
ルト)
沓座モ
ルタル
補修(3
基)

伸縮装
置非排
水化(費
用別途)

ガード
レール
笠木交
換(費用
別途)
地覆断
面補修

排水管
交換(費
用別途)

幅員が2mであり、自動車の通行は見られない。農耕車が主の橋梁である。
主桁、横桁の鋼部材は、防食機能の劣化、さびが見られ再塗装の検討を行う
時期に来ている。
ゴム支承は健全に近いが沓座モルタルが破損している。伸縮装置からの滞
水が橋座に見られる。
地覆には欠損、ガードレールには変形、笠木にさびが見られる。
排水管は先端部の欠損が見られる。
主桁等の防食機能の劣化を注意深く次回点検まで経過観察とする。

39
61900
00000

47
赤倉1号橋 赤倉線 1975

H桁橋
(鋼)

36.3 2.5 2 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
桁塗装
全面Rc-
Ⅰ

桁塗装
全面Rc-
Ⅰ

支承再
塗装

伸縮装
置交換

高欄交
換
地覆打
ち換え

排水管
交換(費
用別途)

幅2.5ｍの橋梁のため車両の通行は限定的である。
鋼桁全体に経年劣化による腐食、防食機能の劣化が見られる。桁同様、支
承本体にも腐食が見られる。塗り替えの検討が必要である。
伸縮装置からの漏水により主桁端部、支承本体の腐食を助長していると推測
される。
ガードレール全体に防食機能の劣化が見られる。また、地覆のコンクリートに
剥離が見られる。排水管に腐食による欠損が見られる。早めの補修を検討す
る必要がある。
次回点検まで経過観察とする。

40
61900
00000

52
安宜沢橋 以上沢西郡線 1965

H桁橋
(鋼)

18.7 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
桁塗装
全面Rc-
Ⅰ

桁塗装
全面Rc-
Ⅰ

支承交
換

高欄交
換

排水管
交換(費
用別途)

橋に至る路線の片側が土砂崩れにより長年通行出来ないた
め車両の通行はほぼない。
主桁、横桁、支承の鋼部材で塗膜劣化やさびが見られる。特
にA側の損傷が大きい。再塗装の検討が必要である。
防護柵は腐食が見られる。床版にはかぶり不足による鉄筋露
出が若干見られる。
利用状況を考慮し次回まで経過観察とする。

41
61900
00000

63
元坂橋 小又大平線 1976

H桁橋
(鋼)

18.5 3.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
桁塗装
全面Rc-
Ⅲ

桁塗装
全面Rc-
Ⅲ

床版断
面補修

支承金
属溶射

伸縮装
置交換

高欄交
換

排水管
交換(費
用別途)

主桁、横桁全体、支承に腐食が見られる。張出床版にコンク
リートの剥離が見られる。
伸縮装置から下部工への漏水が見られる。高欄全体に腐食、
変形が見られる。一部ガードレールに抜けがあるため、ガード
レール交換を行う事が望ましい。
排水管に著しい腐食が見られるが影響は限定的である。

42
61900
00000

29
大荒沢橋 鏡沢線 1976

H桁橋
(木)

19.6 2.5 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
桁塗装
全面Rc-
Ⅰ

桁塗装
全面Rc-
Ⅰ

支承再
塗装(ボ
ルト)

前回点検後に木床版の取替が行われている。
主桁、横桁、鋼部材全体に防食機能の劣化、腐食が見られ
る。
支承ボルトを含めて鋼材全体の再塗装を行う時期には来てい
るので検討を要する。
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43
61900
00000

28
前山橋 大滝前山線 1976

H桁橋
(鋼)

17.0 2.5 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
桁塗装
全面Rc-
Ⅲ

桁塗装
全面Rc-
Ⅲ

支承再
塗装(ア
ンカーボ
ルト頭)

ガード
レール
笠木交
換(費用
別途)

土砂撤
去
排水管
交換(費
用別途)

橋梁前後の道路状況から車両の通行は、ほぼない。
主桁、横桁、支承、ガードレールに腐食が見受けられる。
橋面には前後の道路から土砂が堆積している。
排水管には著しい腐食が見られるが、主構造への影響はほ
ぼない。
次回点検まで経過観察とする。

44
61900
00000

11
三滝橋 三滝権現堂線 1983

床版橋
(PC)

10.4 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
床版防
水(シー
ト系)

高欄交
換
地覆打
ち換え

舗装部
分補修
排水装
置交換

農耕車両の通行ががほとんどの橋梁である。
ひび割れ等コンクリートの路面状況が悪く、これが原因のひと
つとなり、床版からの遊離石灰が多く見られる。
下部工には床版からのもらい遊離石灰がみられる。
地覆には欠損、防護柵は変形が確認される。排水管の破断も
見られる。
利用状況を考慮し、次回点検まで経過観察とする。

45
61900
00000

95
菊沢橋 中村高坂線 不明

コルゲー
トパイプ

(RC)
7.1 3.6 1 R3 ○ ○

対
症

Ⅱ

コル
ゲート交
換(費用
別途)

コルゲートパイプにコンクリートを巻きたてた橋梁である。通行
車両は農耕車両が主である。
コルゲートのボルト、浸水部に腐食が見られる。次回点検まで
経過観察とする。

46
61900
00000

03
第二長沢前橋 野々村昭和線 1972

床版橋
(PC)

11.4 3.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ

コンク
リート防
水処理
(排水管
流末付
近)

床版防
水(シー
ト系)

下部工
断面補
修

伸縮装
置非排
水化

高欄交換
地覆打ち
換え
コンクリー
ト防水処
理(排水管
流末付近)

路面は、コンクリート舗装でひび割れが見られる。この影響もあり、床版(間詰
部)に遊離石灰が発生している。
伸縮装置は目地板であるが下部工へ漏水が確認される。下部工には、端部
を中心に鉄筋露出や浮きが確認される。
地覆とコンクリート製の高欄には凍害と思われる欠損が有り鉄筋の露出も見
られる。
排水管が短いため地覆や主桁への水掛かりが見られる。維持工事にて、流
末付近のコンクリートへ防水処理を行う事が望ましい。
全体的には次回まで経過観察とする。

47
61900
00000

04
とずら沢橋 新田平岡神ヶ沢線 不明

床版橋
(RC)+組
立橋版

2.7 2.4 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
床版断
面補修

舗装打
ち換え

通行は農耕車両がほとんどの橋梁である。
土被り70ｃｍ程度の組立橋+RC床版橋となっている。
RC床版端部には側面から回り込んだ水が原因と思われる剥
離や鉄筋露出が見られる。
コンクリート舗装の損傷は前回よりやや進行している。
利用状況から次回まで経過観察とする。

48
61900
00001

15
蛇沢橋 虻川原線 1980

床版橋
(RC)

3.9 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ

床版防
水
ひびわ
れ補修
断面修
復

床版で確認されたひびわれを伴う遊離石灰は、進行性は確認
されないが、漏水が確認されている。規模が局所的であること
と、管理区分から判断し経過観察が望ましい。

49
61900
00001

03
谷地の沢4号橋 大池谷地の沢線 不明 木橋 6.0 3.6 1 R3 ○ ○

対
症

Ⅱ
上部工
交換(費
用別途)

上部工
交換(費
用別途)

上部工
交換(費
用別途)

主桁、床版とも木製の橋梁である。令和2年度に床版の交換
が行われている。
床版材下面全体、主桁材端部付近に木材腐朽菌が見られ
る。昨年一部の部材交換をしているため次回点検まで経過観
察とする。

50
61900
00001

21
上三滝橋 三滝川舟沢線 1980

床版橋
(PC)

8.4 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
伸縮装
置非排
水化

高欄交
換

排水管
交換(費
用別途)

伸縮装置は、目地であるが、漏水が確認出来る。橋台前面に
漏水痕が見られる程度で影響は限定的である。
ガードレールは変形やさびが見られる。排水管が欠損してい
るため主桁に路面排水が伝っている。
これ以外はおおむね健全な状況である。

51
61900
00002

20
糸出3号橋 曙町宮町糸出線 1979

床版橋
(PC)

9.5 3.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ

ガード
レール
ビーム
交換

排水管
交換(費
用別途)

農耕車が主で42年経過しているPC床版橋である。主な損傷
は、ガードレールのビーム全体に腐食が見られることと、排水
管の腐食である。
コンクリート路面に亀甲状にひびも見られる。
主構造となる桁、床版は良好な状態で、
次回点検まで経過観察としてよい。

52
61900
00001

18
荒見沢橋 以上沢西郡線 1988

床版橋
(PC)

7.3 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
洗堀対
策(費用
別途)

未舗装の町道の奥地に位置するPC床版橋である。交差する
河川は全体的に河床が低下傾向にあり、A1、A2橋台基礎で
洗堀が見られる。
経過観察としながらも状況に応じて袋型根固め等の洗堀対策
を行う事が望ましい。基礎地盤は軟岩である。
これ以外は、全体的におおむね健全な状態である。

53
61900
00000

72
マタタビ橋 砂子沢小国線 2000

床版橋
(PC)

19.4 12.0 1 R3 ○ ○
予
防

Ⅰb
床板防
水

間詰床板からの遊離石灰が確認されるが、前回と比較しても
変化は認められないため、経過観察が望ましい。

54
61900
00000

69
岡田橋 砂子沢小国線 1994

ﾎﾟｽﾃﾝＴ
桁橋(PC)

25.0 9.3 1 R3 ○ ○
予
防

Ⅰb
床板防
水

止水処
理

全体的に損傷の進行はみられるが、極端な進行に至っておら
ず、経過観察が望ましい。地覆端部の伸縮装置シール材につ
いて劣化しており、漏水の可能性が考えられるため、次回点
検に改めて確認が望ましい。床板の遊離石灰については、前
回よりも拡大傾向にあるため、次回点検時に改めて確認が望
ましい。

55
61900
00000

33
田代橋 旧及位田代鏡沢線 2017

T桁橋
(PC)

45.5 5.0 1 R3 ○ ○
予
防

Ⅰb
地覆部
止水処
理

全体的に健全性が高いが、伸縮装置地覆部においてシーリン
グ材の損傷により橋梁下面への漏水が懸念される。維持管理
で修繕が望ましい。

56
61900
00000

31
上田代橋 旧及田代鏡沢線 1984

T桁橋
(PC)

39.5 5.0 1 R3 ○ ○
予
防

Ⅰb 交換

伸縮装置において、上部工下面からの漏水が確認される。現
段階では他部材に影響がなく軽微であるため次回点検まで経
過観察が望ましい。
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57
61900
00002

22
秋山沢川橋 新町新栄町1号線 2000

床版橋
(PC)

10.3 12.0 1 R3 ○ ○
予
防

Ⅰb

後打ち
コンク
リート断
面補修

県道との交差部に位置する橋梁である。A1・A2伸縮装置の後
打ちコンクリートには、除雪のグレーダが原因と思われる摩
耗、剥離が見られる。
当面措置の必要はないと判断するが注意深く経過観察とす
る。
その他橋梁全体ではおおむね健全な状態である。

58
61900
00000

76
新西郡橋 西郡小国線 1976

箱桁橋
(鋼)

47.8 7.0 1 R3 ○ ○
予
防

Ⅰa

2021年度に補修済である。
下部工及び地覆について、補修されていない箇所が確認され
補修漏れの可能性が想定される。予防保全の観点から追加
の補修が望ましい。

59
61900
00000

61
川舟沢橋 川舟沢詰田沢線 1974

Ｔ桁橋
(RC)

35.3 5.0 2 R3 ○ ○
予
防

Ⅰa

2019年度に補修済である。
軽微な損傷は確認されるが、全体的に改善が認められるため
経過観察が望ましい。

60
61900
00000

62
下小又橋 小又大平線 1996 I桁橋(鋼) 34.5 7.0 1 R3 ○ ○

予
防

Ⅰa

鋼部材は耐候性鋼材を使用しているが、安定性錆の発生が
良好であるため損傷の進行は前回と比較しあまり変化は見ら
れない。地覆に存在する損傷についても、大きな変化は確認
されておらず、経過観察が望ましい。

61
61900
00002

06
一の渡橋 西郡小国線 1976

箱桁橋
(鋼)

33.8
7.71～
8.50

1 R3 ○ ○
予
防

Ⅰa

2020年度に、補修済である。全体的に健全性が高く当面は経
過観察が望ましい。

62
61900
00000

67
小又橋 小又鉱山線 1969

H桁橋
(鋼)

24.0 4.0 2 R3 ○ ○
予
防

Ⅰa

2018年度に補修済である。
主桁、支承の塗装については、ケレン不足と推測される再劣化が全体的に確
認されるが、補修後経過年数が立っていないため経過観察が望ましい。床版
断面修復箇所のほとんどが浮いた状態で再劣化に至っている。剥落に至って
いないため経過観察が望ましい。下部工については、補修箇所周辺の損傷
の影響もあり、再劣化に至っている箇所が確認される。大きな損傷に至ってい
ないため経過観察が望ましい。
本来であれば、長寿命化の観点からこれら再劣化箇所は全て再度やり直し
が望ましいが、予算等々を考慮し判断している。

63
61900
00000

71
小国橋 砂子沢小国線 2001

床版橋
(PC)

21.7 12.0 1 R3 ○ ○
予
防

Ⅰa

軽微な損傷が見られるが、橋梁全体として健全な状態であ
る。

64
61900
00000

36
及位橋 新及位中ノ股線 1968

単純鋼
(不明)Ｈ

桁橋
19.5 4.0 1 R3 ○ ○

予
防

Ⅰa

2018年度に補修済である。
全部材について改善されており再劣化も認められず健全性が
高い。

65
61900
00000

98
詰田沢橋 詰田沢線 1977

H桁橋
(鋼)

49.1 5.0 2 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

2020年度に補修済である。
補修後間もないが、床板に前回からのものが含まれているよ
うなひびわれが比較的顕著に確認されている。次回改めて確
認することが望ましい。排水管の流末が、断面欠損に至ってお
り機能が低下している。他部材に影響を与える可能性が低い
ため次回まで経過観察が望ましい。

66
61900
00000

56
内ノ沢橋 名子内ノ沢線 1977

H桁橋
(鋼)

47.0 4.0 2 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

2021年度に補修済である。
主桁において、過年度からではあるが、ジョイント部との取付
ボルトの脱落1箇所が確認される。伸縮装置において再劣化
による漏水が確認され太が、現段階では他部材に直接損傷を
あたえる状況に至っていない。防護柵において、笠木接合ボ
ルトの脱落が1箇所確認された。これは、次回に改めて確認す
ることが望ましい。

67
61900
00000

68
上小又橋 小又上小又線 1976

H桁橋
(鋼)

26.2 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

橋梁全体的に健全性が高く経過観察が望ましい。

68
61900
00002

21
大池1号橋 中村高坂線 2002

床版橋
(PC)

20.5 5.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

前回点検と比較しても進行性は認められず、健全性が高いた
め次回点検まで経過観察が望ましい。

69
61900
00000

48
赤倉２号橋 中ノ股線 1975

H桁橋
(鋼)

36.3 2.5 2 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

2019年度に補修済である。
補修が行われていない箇所に軽微な損傷が見られるが、橋梁
全体として健全な状態である。

70
61900
00000

01
長沢前橋 野々村昭和線 2001

床版橋
(PC)

12.9 6.0 1 R3 ○ ○
予
防

Ⅰa

軽微な損傷が見られるが、橋梁全体として健全な状態であ
る。
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71
61900
00002

10
天神橋 栄町新町線 1989

床版橋
(PC)

10.1 7.0 1 R3 ○ ○
予
防

Ⅰa

床版もきれいな状態で下部工には軽微な損傷が見られるが、
橋梁全体として健全な状態である。

72
61900
00000

07
新町橋 栄町新町線 1962

T桁橋
(RC)

5.2 6.5 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

2020年に補修工済である。補修工事以外で軽微な損傷は見
られる。
補修工事の効果もあり、再劣化もなく全体的に健全な状況で
ある。

73
61900
00000

02
桃の木橋 野々村昭和線 1974

床版橋
(RC)

4.9 5.1 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

前回点検と比較しても進行性は認められず次回点検まで経過
観察が望ましい。

74
61900
00001

01
谷地の沢２号橋 大池谷地の沢線 不明

H桁橋
(鋼)

13.5 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

2020年度に鋼部材塗替え塗装、床板断面修復、下部工断面
修復、支承塗替え塗装、防護柵交換、地覆打替え、排水管補
修が済んでいる。全体的に橋梁の健全性が向上しており次回
まで経過観察が望ましい。

75
61900
00000

64
谷地の沢１号橋 小又大平線 不明

H桁橋
(鋼)

10.5 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

2020年度に補修済である。
全体的に補修により改善され健全性が向上しているため、経
過観察が望ましい。

76
61900
00001

02
谷地の沢３号橋 大池谷地の沢線 不明

H桁橋
(鋼)

8.5 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

2020年度に補修済である。
補修の行われていない下部工、伸縮装置、舗装は依然として
損傷が見られるが、進行性は無い。橋梁全体として健全な状
態である。

77
61900
00002

13
片杉野橋 宮町神ヶ沢線 1981

床版橋
(PC)

8.3 5.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

全体的に健全性が高く次回点検まで経過観察が望ましい。

78
61900
00000

92
高田沢橋 中村高坂線 1974

床版橋
(RC)

4.5 5.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

前回点検と比較しても進行性は認められず次回点検まで経過
観察が望ましい。

79
61900
00000

83
州崎橋 山屋滝ノ上線 1988

床版橋
(PC)

8.6 5.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

間詰床版から遊離石灰の滲出が見られるが、橋梁全体として
健全な状態である。

80
61900
00002

14
中央橋 大平1号線 1991

床版橋
(PC)

4.8 5.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

伸縮装置端部からの漏水など軽微な損傷が見られるが、橋梁
全体として健全な状態である。

81
61900
00000

37
小六郎沢橋 新及位中ノ股線 2012

ボックス
カルバー

ト
3.5 4.0 1 R3 ○ ○

対
症

Ⅰa

床版架け替え及び、防護柵地覆打替えが砂慣れているが、補
修年度は不明である。
全体的に健全性が高く次回点検まで経過観察が望ましい。

82
61900
00000

38
大六郎沢橋 新及位中ノ股線 2013

ボックス
カルバー

ト
8.5 5.0 1 R3 ○ ○

対
症

Ⅰa

軽微な損傷が見られるが、橋梁全体として健全な状態であ
る。

83
61900
00000

74
小畑橋 谷地線 1998

ボックス
カルバー

ト
2.9 6.1 1 R3 ○ ○

対
症

Ⅰa

全体的に健全性が高く次回点検まで経過観察が望ましい。

84
61900
00000

94
上の沢橋 中村高坂線 2000

床版橋
(PC)

6.5 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

軽微な損傷が見られるが、概ね健全な状態である。
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85
61900
00000

41
戸平沢橋 新及位中ノ股線 不明

ボックス
カルバー

ト
4.5 5.1 1 R3 ○ ○

対
症

Ⅰa
防護柵
交換

ガードレールの袖部に外力と推測される損傷が確認される
が、前回点検と比較しても進行性は認められず経過観察が望
ましい。

86
61900
00002

08
塩野橋 野々村新田平岡線 不明

ボックス
カルバー

ト
2.3 8.0 1 R3 ○ ○

対
症

Ⅰa

前回点検と比較しても進行性は認められず次回点検まで経過
観察が望ましい。

87
61900
00002

09
とづら沢川1号橋 野々村新田平岡線 不明

ボックス
カルバー

ト
3.4 8.0 1 R3 ○ ○

対
症

Ⅰa

全体的に健全性が高く次回点検まで経過観察が望ましい。

88
61900
00000

05
糸出１号橋 糸出宮町線 不明

ボックス
カルバー

ト
2.9 5.1 1 R3 ○ ○

対
症

Ⅰa

前回点検と比較しても進行性は認められず次回点検まで経過
観察が望ましい。

89
61900
00000

06
糸出2号橋 糸出宮町線 不明

組立橋
版

5.1 5.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

住宅部の路地に立地する組立橋版である。
伸縮装置は目地である。
伸縮装置からの漏水等により橋台に滞水や土砂堆積が見ら
れる程度で橋梁全体としては、目立った損傷がなくおおむね
健全な状況である。

90
61900
00000

14
下三滝橋 三滝線 2018

門型カル
バート

10.0 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

除雪が原因と思われる損傷で、地覆、高欄の一部に剥離や変
形は見られるが、橋梁全体として健全な状態である。

91
61900
00000

75
西小俣橋 西小俣線 不明

鈑桁橋
(鋼)

10.0 2.8 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

2018年度に補修済である。
軽微な損傷が見られるが、橋梁全体として健全な状態であ
る。

92
61900
00000

96
高坂２号橋 中村高坂線 不明

床版橋
(RC)

4.9 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

全体的に健全性が高く次回点検まで経過観察が望ましい。

93
61900
00000

86
沢内1号橋 滝ノ上川舟沢線 不明

床版橋
(RC)

5.0 5.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

全体的に健全性が高く次回点検まで経過観察が望ましい。

94
61900
00000

21
八敷代2号橋 八敷代１号線 不明

床版橋
(RC)

2.1 12.4 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

前回点検と比較しても進行性は認められず次回点検まで経過
観察が望ましい。

95
61900
00000

22
八敷代３号橋 八敷代１号線 不明

床版橋
(RC)

3.4 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

前回点検と比較しても進行性は認められず次回点検まで経過
観察が望ましい。

96
61900
00000

91
糸畑橋 中村高坂線 1994

床版橋
(PC)

9.6 3.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

集落内に位置し27年経過するPC床版橋である。
一部間詰床版から遊離石灰の滲出が見られるが、橋梁全体と
して概ね健全な状態である。

97
61900
00000

30
鏡沢橋 鏡沢線 2015

ボックス
カルバー

ト
5.4 3.1 1 R3 ○ ○

対
症

Ⅰa

全体的に健全性が高く次回点検まで経過観察が望ましい。

98
61900
00000

44
深沢橋 新及位中ノ股線 不明

床版橋
(RC)

5.7 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

防護柵もないRC床版橋である。
集落を過ぎ、町道の終点に近い位置の橋梁で一般車両通行
はほぼなく砂防堰堤等の管理用としての通行が主である。
設計荷重が不明のため工事用車両の大型車の通行には注意
が必要である。
橋の状況としては軽微な損傷は見られるが、橋梁全体として
健全な状態にある。
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99
61900
00002

24
鷺ノ瀬橋 木ノ下岩木線 不明

ボックス
カルバー

ト
2.3 4.5 1 R3 ○ ○

対
症

Ⅰa

幅2000*高さ1500のボックスカルバートである。土被りは50ｃｍ
程度である。軽微な損傷は見られるが、橋梁全体として健全
な状態である。

100
61900
00000

15
春木野2号橋 春木野公民館線 不明

床版橋
(RC)

4.0 3.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

前回点検と比較しても進行性は認められず次回点検まで経過
観察が望ましい。

101
61900
00000

16
十ヶ沢橋 釜渕牛ャ首線 不明

床版橋
(RC)

3.5 2.6 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

局所的な損傷は確認されるが、全体的に健全性が高く次回点
検まで経過観察が望ましい。

102
61900
00000

12
不動滝橋 三滝権現堂線 不明

組立橋
版

10.0 2.5 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

農耕車両の通行ががほとんどの橋梁である。
A2橋台前面にある保護コンクリート付近で洗掘が見られる程
度で、橋梁全体として健全な状態であると判断する。

103
61900
00000

87
曲沢川橋 中村高坂線 不明

組立橋
版

4.7 3.6 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

町道の行き止まり付近に位置する組立橋である。桁間からの
漏水や伸縮装置からの漏水が見られる。
橋梁としては、概ね健全な状態である。

104
61900
00000

90
詰田沢３号橋 中村高坂線 不明

組立橋
版

5.0 3.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

農耕車が主な通行車両で田園地域に位置する組立橋であ
る。
軽微な損傷が見られるが、概ね健全な状態である。

105
61900
00000

09
猪の沢橋 川ノ内栗谷沢線 不明

床版橋
(RC)

2.4 2.5 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅰa

前回点検時と比較し損傷に対する進行性は確認されず、ま
た、当たらな損傷も確認されないため経過観察が望ましい。

106
61900
00002

02
戸萩橋 朴木沢雄勝線 1954

床版橋
(RC)

8.4 7.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
高欄交
換

数件の集落内に位置するPC床版橋である。ガードレール全体
に腐食や変形が見られる。特に銘板(亡失)取付箇所で著し
い。
これ以外では、軽微な損傷は見られるがおおむね健全な状態
である。

架替予定

107
61900
00000

39
菅沢橋 新及位中ノ股線 不明

床版橋
(RC)

4.5 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
地覆：断
面修復

地覆部で凍害の影響と思われる損傷が確認されるが、前回点
検から極端な損傷に至っておらず、管理区分の観点から経過
観察が望ましい。

架替予定

108
61900
00000

40
赤倉橋 新及位中ノ股線 1970

床版橋
(PC)

8.5 4.0 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅱ
床版防
水(シー
ト系)

止水

高欄交
換
地覆打
ち換え

舗装打
ち換え
排水管
交換(費
用別途)

コンクリート舗装に摩耗、ひび割れがみられ、床版に発生して
いる遊離石灰の原因になっていると推測する。
下部工には目地の伸縮装置からの漏水が確認出来る。
コンクリート製の高欄、地覆にはひび割れが多数見られる。
道路改良工事で架け替え予定がある。

架替予定

109
61900
00000

19
清水橋 八敷代清水線 1977

吊橋I桁
橋(木)

60.1 2.3 1 R3 ○ ○
対
症

Ⅲa
再塗装
RC-Ⅰ

再塗装
RC-Ⅰ

木床版
交換

交換

主桁及び横桁については、防食機能劣化による腐食へ進行しており、
前回点検時と比較をしてもほとんど進展は見られないが措置が望まし
い。吊部材について、固定金具や連結部材の一部に腐食が確認され
るが進行速度が遅いと推測され経過観察が望ましい。床版は木床版
であり、一部腐食し脆弱化しているため措置が望ましい。
防護柵については、前回点検時と同様であるが、一部大きく破損して
いる箇所も存在し、早期に対策が望ましい。

全面通行止

110
61900
00002

07
権現堂橋 栗谷沢権現堂線 1951 桁橋(RC) 13.1 4.6 1 R3 ○ ○

対
症

Ⅲb
断面修
復

断面修
復
ひびわ
れ補修

断面修
復

防護柵
交換
地覆断
面修復

前回と比較し、全体的に損傷の極端な進行は見られない。
本来であれば、高欄、地覆の損傷が著しいため交換及び補修
が望ましいが、通行止め区間でもあり、経過観察が妥当と判
断した。

全面通行止

111

112


